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     1) The changes of the respiration and succinic oxydase activity of the testicles were 
  observed in normal rats in the process of growth. Oxygen uptake showed two peaks during 
  the 5 th and 12 th weeks after birth. The activity of succinic oxydase showed a peak during 
  the  7th week. 
     2) In cases where the various amino-acids of TCA-cycle were added as substrates, 002 
  showed higher level with addition of succinic acid and citric acid, and lower level with 
  fumaric acid. When ATP was added as coenzyme, the level of  (202 was lower with 
  succinic acid and citric acid, and was higher with fumaric acid. 
     3) In cases when gonadotropic hormones (PMS, HCG) were added to the testicular 
  tissues in vitro, their 002 and succinic oxydase activity were not altered to that of control 
  groups, or even were supressed  w ith addition of high units of the hormones. 
     4) The level of testicular  002 in rats treated with PMS and with HCG during their 
  growth showed a peak during the  7th week and the  6th week respectively. However, in 
  both instances, the 002 level became lower than control group after 8 week which main-
  tained subsequently. 
     5) In the testicles of hypophysectomized rats, the activities of succinic oxydase were 
  distinctly higher than those of normal rats. In the hypophysectomized rats treated with 
  gonadotropic hormone the 002 with succinic acid were also higher than those of normal 
   rats. 
     6) In normal rats given electric convulsion shocks  002 in both with and without suc-
  cinic acid as substrate showed a tendency of rise with the frequency of electric convulsion 
  shock. In the groups given daily electric convulsion shocks the both levels showed a 
  tendency of decrease day by day. 
     7) In the testicles of experimental alloxan diabetic rats, 002 with and without succinic 
  acid showed a daily increase. When these animals were treated with insulin injections the 
  both levels showed intermediate values between normal and diabetic groups. 
     8) The young rats treated with parotic hormone and L-triiodothyronine  showed no 
  effect on  002 in both of with and without succinic acid. 
     9) The 002 levels of 4 human testicles without substrate varied in a narrow range. 
  The activity of succinic oxydase in 3 senile cases of prostatic cancer showed higher values 

































































































































































































































































































































































結果は表6に 示す.対 照無 基 質Qo2,10.83に比
し,コハク酸基質の場合Qo,,17.34で明らかな酸素











ピ ル ビ ソ 酸
ク エ ソ 酸
α一ケ ト グ ル タ ミ ン 酸
コ ハ ク 酸
フ マ ー ル 酸














ATP十ピ ル ビ ソ 酸
ATP十 ク エ ソ 酸
ATP十 α・ケ トグル タ ミ ン 酸
ATP十 コ ハ ク 酸
ATP十 フ マ ー ル 酸































































































ii)ラット聖丸の発育に伴 う性腺刺戟ホル モ ソ投
与の影響.
イ.PMS投 与群

















2週 間(投 与 後)

































3週 間(投 与 後)














































































































































































































































HCG投与後1及 び3週 の体重,聖 丸 及 び精嚢腺
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組織呼吸の推移は表9に 示す如 くで あ る.投 与1
週後でQo2,12.40となり,対照群Qo2,8・04に比し
増加を示した.しかしコハク酸々化酵素活性値は1週



























































と正常 ラットの無基質Qo2の 比較は,5週 では正常
ラットの方が高値であ り,7週になると垂別群が逆に
高値になつている.
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無 基 質 9,00
コ ノ、 ク 酸24 .34
無 基 質
コ ハ ク 酸
無 基 質

































ECS群 無基 質Qo2の 時 間 的 推移 で は,40分 後,
8.78,60分で11.42を示 し,こ れ は対 照 群 の7.36,
10.85に比 し軽 度 で あ るが 高 値 を示 した.コ ・・ク酸 々
化 酵 素 活 性 で は,反 応 開 始 直 後 よ り対 照 群 に 比 し02'
uptakeのか な りの充 進 が 認 め られ,60分 後Qo2は



























































































































ECS10日間 連 日施 行 群 の02-uptakeの時 間 的 経 過
で は,10,30日共 に対 照 群 に 比 し低 下 傾 向を示 し,10

















































無基質Qo2は 発症後12週までの全期間 を通 じて対
照群より増加し,と くに9週 では最高とな り14.77で
対照10.74に比し増加 を示 した.ま た9週 よ り
Insulin治療を行つた12週目の群ではQo2は やや低

















図6ア ロ キサ ン投 与(実 験 的 ア ロキ サ ソ糖 尿病)に よ る ラ ッ ト






















図7唾 液 腺 ホ ル モ ン(Parotin)投与 に よ
る ラ ッ ト寒 丸 のQo2.(1日0.1mg連日
10日注 射)
7甲 状腺製剤(L-Triiodothyronine)投
与 に よる ラッ ト睾 丸の酸素 消費 量及びコL
バ ク酸酸化酵素活性の消長
a実 験材料及び実験方法















コ ハ ク 酸
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図8甲 状 腺 製 剤(L-Triiodothyronine)
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緒言におい て述べた如 く,睾 丸組織について
その代謝課程 を内分泌学的面 よ り追求 した実験
は数少 くない.然 し乍 らその組織呼吸の変動に
つい ての系統的 な検索 は極 めて少 く,又 その結
果 も報告者に よつ てまちまちで 明確な結論がだ
され てお る とは云 い難 い 著者は ラッ ト睾 丸に
つ いてその成長時 における睾丸組織呼吸,コ ハ
ク酸酸化活性 度を検 し,次 でTCA-cycleを中
心 に各種基質添加 に よる影響 を観察 す る と 共
に,各 種 条件 下の睾丸組織 呼吸 の状態 を観察 し
た.更 に臨床 的に別出 した人睾丸 の状態 につ い
て も検索 したのであ るが,藪 にその総括 を述べ
ると共 に各 々の文献 的考察 を加えてみたい
扱 て,睾 丸におけ る代謝 課程 究明の一方法 と
して,そ の組織呼吸及 びTCA-cycle代謝 にっ
いて検索 した報告 には次の如 きのがみ られる.
即 ち,亀 井1)は腫瘍動物の諸 内分 泌腺 の組織
呼吸をみ る 目的で,そ の一部 として正常 ラッ ト
の組織呼吸 を検 し,睾 丸 のQo2は6.42と述
べ,又 輸精管結紮時 の組織呼吸の変 動を観察 し





colysis,,なる論文の中 にお いて,正 常 ラッ ト
の各種臓 器の組織 呼吸 と共 に睾丸 の呼吸能 をも
検索 してい るが,そ れに よると正常睾丸 のQo2
は,9.8又RQは,0.9で あると述べてい る.
睾 丸の発育 に伴 う酸素消費量の推移について
は,ラ ッ トにつ いてTepperman4)5),本間6)7),
鈴木8)らの実験がみ られ る.
彼等に よれば精子形成開始頃 に代謝機構に重
大変化 の起 る事 を示唆 している.鈴 木 は,そ の
睾丸組織 の呼吸及 び好気解糖能 を測定す る とと
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は上記諸氏 の報告以外 には次 の研究 が み られ
る.即 ち森永10},は成熟家兎睾丸 を用い,コ ハ
ク酸 は睾 丸 の組織呼吸 に対 し促進 的に作用 し,
1/1,000Mで大体対 照の1.5倍1/100M～1/50M
で2倍 強 を示 し,又 卵巣 の場合 に比較 する と,
促進 の程 度は低いが呼吸 の絶対量 の増 加は睾丸
の方 が大 であ るとのべて いる.又 加藤11),は先
ず健常家兎及 び犬を用い,前 立腺組織 と共 にそ
の睾丸 のグ リコーゲン,乳 酸,ピ ル ピン酸,ク
ェ ン酸,α一ヶ トグル タール酸,オ キサ ロ酢酸量
を測定 しその結果健常 犬睾 丸では,TCA-cycle
代謝 は解糖 に比 して低 く,又TCA-cycle中間
代謝 産物中,ク エン酸,オ キサ ロ酢酸が大であ
り,健 常家兎睾丸 でも略 同様 の結果 を認 めてい
る.こ の事 か ら彼 は犬及 び家兎 の睾 丸 は 解 糖
系,ク エ ン酸合 成系の活性が強 く,ク エソ酸酸
化系 の活性が 弱い事 を示す と している.更 に彼
は,TCA中 間代謝産物添 加が犬睾丸 の酸素消
費量 に及ぼす影響 について検 し,犬 睾丸 の酸素
消費量 は,ブ ドー糖 コハ ク酸 の添加 によ り軽度
上昇 し,乳 酸,ピ ル ビン酸,コ ハ ク 酸 以 外 の
TCA-cycle中間代謝 産物添加に よ り上昇せず,
又 フマ ール酸添加 に より著 明に減少す る事 を認
め,叉ATPの み の添加 では酸 素消費 は上昇せ
しめない.TCA-cycle中間代謝産物 にATPを
添加 した場合 コハ ク酸以外 は酸素 消費 は僅かに
上昇 す るが,単 独添加 で上昇 したブ ドー糖,コ
ハ ク酸では,ATP添 加に よ り却つ て減少する
と述 べてい る.著 者 も又,成 熟 ラッ トを 用 い
て,ピ ル ビン酸,ク エン酸,α 一ケ トグル タ ミ
ン酸,コ ハ ク酸,フ マ ール酸,リ ソ ゴ酸を添
加 し,各 々にATPを 添加 した場合 の睾丸組織
の酸素消費量 に及 ぼす影響 にっ いて検 したので
あるが,コ ハ ク酸添 加で明 らか な酸素消費の上
昇を認 め,又 クエ ソ酸で も軽度 の上昇 を認めた
が,フ マール酸 ではむ しろ対照 に比 して低下 を
示 し,そ の他 の代謝産 物では変化を認めていな
い.又ATP添 加 では,コ ハ ク酸,ク エン酸が
各 々単独 の場合 に比 しむ しろ減少を示すが,単
独で抑制効果 の認 め られた フマ ール酸では明 ら
かな促進が認 め られ てい る.以 上の結果は,家
兎 におけ る上記加藤 の報告 と大体 同様の傾向を
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示 してい るが,コ ハ ク酸以 外 ク エ ン 酸 で も
ATP添 加 によつ て,可 成の上昇 を認めた事が
特異的である.以 上の事 実は加藤 の 述 べ る 如
く,睾 丸 においては,コ ハ ク酸,ク エン酸 の酸
化酵素の存在が考 えられ るが,そ の他 の代謝産
物及び ピル ビソ酸の酸化にATPの 関与 するか
否かはその添加に よる影響が極 めて僅か であ る
点か ら考 えて速断 し難い点が ある.
性腺刺戟 ホル モン,男 女性 ホル モン投与 に よ
る性腺機能の変動 につ いては数多 くの研究が み
られ る.又,そ の際 の組織呼吸 の消長 にっ いて
も2,3の 報告 に接す るが,そ の結果 は投与薬
剤,投 与方法,実 験動物 の差異 もあつて,一 定
した結論はみ られ ていない 特 に組織 に直接添
加 した場合 と全身投与 で 自つか らその結果に差
の生ず る事は当然であ る.
これ ら各ホルモ ソに対 す る組織呼 吸の関連に
ついての報告は,Williams-Ashmani2)が去勢
した ラッ トに テス トス テロンを与え るこ とに よ
つて一般 の臓器の酸素消費量 が低 下す るのに前
立腺や精 のう腺では反つて上昇 す る と述 べ,
Gordan13)はアン ドロゲンをInVitroに作用 さ
すと一般臓器の組 織呼吸は,酸 素消費のみな ら
ず,TCA-cycleに属す る酵素系 も抑制す る こと
が多い とのべてい る.森 永14)は成熟家兎睾丸に
PMS,HCG混 合製剤 であ るシナホ リンを添加
し,そ の際 の組織呼吸を観 察 し,睾 丸組 織は シ
ナホ リンによって卵巣に比 して,稻 弱いが,多
少呼吸の促進 を来 た し,旦,200単 位では明 ら
かな増加が出て来 た と報告 し,又,そ の際,ブ
ドー糖消費量 及び乳酸産生量 は,何 れ もシナポ
リンの濃度 の増加に伴つて程度を増す とのべ て
いる.
著者は先ず幼若,成 熟両 ラッ トの 睾 丸 を 用
い,こ れ にPMS,HCG(各3001.U.及び5001.U.)
を添加 して,組 織呼吸及び コハ ク酸酸化活性 度
に及ぼす影響を観察 した.PMS添 加群 では,
幼若,成 熟群 とも300LU.で対 照 と殆ん ど変化
な く,5001.U.ではむ しろ減少す る傾 向が認 め ら
れ,コ ハ ク酸酸化活性値は何れ も差 を認 めなか
つた,一 方HCG添 加 の場合3001.U。では幼若,


















察 した,PMS投 与群では,睾 丸重量の著 しい




















の垂別 ラッ トでは3週後む しろ上昇 す る に反
し,無基質の場合には,殆 んど変動がなく,コ
ハ ク酸添加では明らかな低下が認 め られ た.












PMS+HCG混合投与群の1週 後の 睾 丸 で
は,無 基質の場合は対照より増加し,コハク酸
添加は,PMS,HCG単独投与群 よりも低値を





を正常発育時のラッ トに投与 した場 合,両 者
共,睾 丸の組織呼吸に対 し,投与後4週 迄は効
果的に作用するが,そ れ以後はさほ どの影響は
なく,む しろ抑制的に働 く事が考えられる.又
垂別 ラッ トに対 しては,何 れの投与群も無基質
の場合対照 と大差ないが,コ ハク酸添加によつ
て,そ の何れも低下を示し,特に混合群におい

























































て来る傾向にあつた,連 日電撃を加 え た場 合
は,そ の睾丸組織呼吸は対照に比 し低 値 を 示


















起せしめたラッ トについて検索 したが,発 症後
12週まで,無 基質酸素消費量,コ ハク酸酸化酵


























著者 は幼若 ラッ トに唾液腺 ホルモ ン で あ る
Parotinを投 与 した もので あるが,そ の無基質
Qo2又,コ ハ ク酸酸化酵素活性 も対照 と差 をみ
ない.正 常 ラッ トでは特 に唾液腺 ホルモソを与
えて も,そ の睾丸 の組織呼吸 には影響 はない も
の と考 え る.
甲状腺 と雄性性腺 との関係 につ いては,甲 状
腺物質の投与 によつ て,睾 丸重量 の減少,精 子
形 成の減退を認めた とい うMonterosso2・)の報
告 以来,数 多 くの報告 がみ られ るが そ の 結 果
は,ま ちまちで正確 な結論 は得 られ ていない.
最近,石 神,原21》は,L-Triiodothyronineを乏
精子症23例,無 精子症8例 に使 用 し,乏 精子症
にお いて18例に精子数 の増加,運 動率 の増加 を
みて いる.又 当該製剤 は下垂体 にはなん ら変化
な く,睾 丸 自身 に直接作用 して睾丸 における ゴ
ナ ドトロピンの感受性 を増大 さす ものであろ う
と考 え られ る と報告 している.
いずれ に して も,甲 状腺 ホル モンに よる睾丸
組織呼吸へ の影響 についての報告 は み ら れ な
い.
著者は唾液腺 ホルモ ンと同様 に幼若 ラヅ トに
L-Triiodothyronineを投与 し検 索 したが,10日
間 では無基質 には有意 な差 は認 め られない.し
か しコハ ク酸酸化 活性値 は,や や軽 度の増加 を
示す傾 向にあつた.
即 ち,10日間の短期投与 に よっては,L-Tri-
iodothyronineは睾丸組織呼吸 には大 した影響
を与 えないが,コ ハ ク酸酸化活性 におい ては,
やや促進的 に働 くもの と推定 され る,
次で人睾丸 の組織呼吸 については加藤 は,犬
睾丸 に比 しや や低 く,コ ハ ク酸添加 以外 に何れ
のTCA-cycle中間代謝産物 を添加 して も酸素
消費量 を高 めず,ATP,又 はATPに 各代謝
物を添加 した場合 において も酸素 消費量 を高 め
ない と述 べて いる.
著者 も少数 の人睾丸 についてその呼 吸能を検
索す る機会 を得 たが,無 基質Qo2は,6.31～
6.78,平均6.45で,4症 例共 に極 めて近似 し
た値 を得 たに反 し,コ ハ ク酸酸 化活性値 では高










1正 常 ラッ トの成長発育 に伴 う睾丸 の酸素
消費量及 び コハ ク酸酸化酵素活性値 の推移 では
無基質Qo,は,5及 び12週の2回 に ピ 一ーク を
認 め,コ ハ ク酸添加 では,7週 に最高値 を認め
た.又 何れ の時期 もコハ ク酸酸化活性 の上昇 を
認 めた ことか ら,TCA-cycleの存在す ること
が考 え られ る。
2TCA-cycle中間代謝 産物を 基質 とした
成 熟 ラッ ト聖丸 のQo2は,ク エ ン酸,=バ ク
酸 では高値 を示 し,フ マール酸では低値を示 し
た.又ATPを 助酵素 とした場合 クエ ン酸,コ
ハ ク酸 は先 よりも減少 し,フ マール酸では上昇
する結果 を得 た。
3性 腺刺戟 ホル モンを直接添加 した場 合そ
の紹織呼級,コ ハ ク酸酸化活牲には,何 ら影響
を与 えず,む しろ高単位は抑制す る傾向が認め
られ た.
4PMC及 びHCG投 与 の成長発育 に伴 う
Qo,変化 では,夫 々7,6週 に ピー クを認 め,
それ らの時期は正常対照 よ りも高値 であ るが,
8週 を過 ぎ鰐照 よ り低値 を添 しその まま20選に
至つた.
5垂 捌 ラッ トの コハ ク酸酸化酵素活性値 は
正常 ラヅ ト群 よ りもは るかに大で ある.又,性
腺刺戟 ホノレモン投与群 も正常 ラΨ トの コハ ク酸
々化活性値 よ り大ではあ るが,垂 捌対 照群 まで
には逡 しなかつた.テ ス トス テロン投 与群の コ
ハ ク酸 々化活性度は,性 腺刺戟ホルモ ン投 与の
どの群 よ りも低 い値 であつた.
§ECSの 連続 剃戟 回数の増加 に より,漸
次,酸 素消費量 及び コハ ク酸 酸化酵素 活性 が上
昇 して行 く傾向にあ り,連 日群は経 日的に無基








幼若ラッ トでは,特 に無基質 《2徴は丙者共著
変を認めないが,甲 状腺製剤投与の惣バク酸酸
化活性値は軽度の上昇を示 した.
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技 術提 携 ス イス ・オム ラボ ラ トリー
■ダイシノンは 他の多くの止血剤と異なり 血液の
凝固性をたかめることがないので安全に投与ができる
〈適応症》
止血剤として次の各科領域において使用する
内科:外科:耳鼻咽喉科:産婦人科;泌尿器科:歯科
《包 装》250mg2ml5管 ・30管
すでにご使用いただいております合成止血剤ナフチ
オニンの作用機序はダィシノンとは全 く異なります
両者の併用は一層の止血効果が期待されます
㊧ 顯翻
